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忠
言
は
耳
に
逆
ら
う

　

12
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
実
に

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

そ
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
、
１
年
を

過
ご
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
半
の

か
た
は
、
対
話
会
な
ど
公
務
上
で
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
で
す
。

  

と
あ
る
日
に
は
、
国
を
動
か
す
大
臣

や
、
埼
玉
県
政
を
担
う
知
事
な
ど
に
陳

情
し
、
と
ん
ぼ
返
り
で
深
谷
に
戻
り
、

晩
に
は
市
内
の
対
話
会
の
席
上
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
交
わ
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。

　

国
や
県
と
パ
イ
プ
を
持
ち
つ
つ
、
そ

れ
を
深
谷
市
発
展
の
た
め
の
施
策
づ
く

り
に
役
立
て
る
。
そ
れ
が
市
長
の
仕
事

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
施
策
や
市
政
の
状
況

を
多
く
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
、

『
自
治
会
訪
問
２
０
２
ふ
れ
あ
い
座
談

会
』
や
団
体
対
話
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
皆
さ
ん
全
員
が
、
市
の
施

策
な
ど
を
褒
め
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
時
に
は
実
施
が
到
底

無
理
だ
と
担
当
職
員
が
嘆
く
要
望
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
無
理
な

の
か
、
必
要
性
は
ど
う
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
検
討
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

孔
子
に
『
忠
言
は
耳
に
逆
ら
う
』
と

い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
。
有
名
な
『
良

薬
は
口
に
苦
し
』
と
並
ん
で
語
ら
れ
て

い
る
言
葉
で
す
。
真
心
を
込
め
て
い
さ

め
る
言
葉
や
忠
告
は
、
時
に
は
聞
く
側

に
と
っ
て
は
つ
ら
く
、
す
ぐ
に
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
も
の
と
い
う
意
味
で
す
。

　

市
へ
の
要
望
も
全
く
そ
の
通
り
で
、

皆
さ
ん
の
言
葉
は
ま
さ
に
『
忠
言
』
で

す
。
そ
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
止
め
て

行
動
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

誰
で
も
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
か
た
の
声
を

糧
に
し
て
、
正
し
い
市
政
を
運
営
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

振
り
返
る

振
り
返
る
２
０
１
２

２
０
１
２
年

振
り
返
る
２
０
１
２
年

17
日
：
市
立
川
本
保
育
園
落
成
式

10
日
：『
深
谷
市
に
お
け
る
今
後
の
同

和
対
策
事
業
に
つ
い
て 

基
本
方
針
』

を
作
成
し
、市
議
会
議
員
全
員
協
議

会
に
報
告

12
日
：
渋
沢
栄
一
か
ら
く
り
時
計
完
成

除
幕
式

22
日
：
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
が
深
谷
経
営
者

ク
ラ
ブ
か
ら
深
谷
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
賞

を
受
賞

１
日
：
市
役
所
で
放
射
線
量
計
の
貸
し

出
し
を
開
始

30
日
：
医
師
育
成
奨
学
生
第
１
期
生
２

人
が
決
定

１
日
：
ふ
か
や
市
商
工
会
と
岡
部
商
工

会
が
合
併

１
日
：
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援

と
し
て
、友
好
都
市
・
岩
手
県
田
野

畑
村
に
市
職
員
を
派
遣

７
日
：（
仮
称
）寄
居
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
連
結
許
可
書
伝

達
式

３
日
：
狢む

じ
な

山や
ま

古こ

墳ふ
ん（
今
泉
地
内
）確
認
調

査
の
現
地
説
明
会
を
実
施

４
日
：
市
長
の
自
治
会
訪
問
２
０
２
ふ

れ
あ
い
座
談
会
が
１
０
１
回
目
を
迎

え
る

31
日
：
小
・
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

10
日
：
聴
覚
障
害
者
災
害
時
援
助
用
バ

ン
ダ
ナ
の
作
製
・
配
布

１
日
：
深
谷
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設

１
日
：
こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を

拡
大

１
日
：
深
谷
市
独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
百

科
事
典
フ
カ
ペ
デ
ィ
ア
を
開
設

13
日
・
14
日
：
深
谷
小
前
田
屋
台
ま
つ

り
で
、45
年
ぶ
り
に
上か

み

町ち
ょ
う

屋
台
の
下げ

座ざ

を
披
露

25
日
：
深
谷
市
が
第
22
回
全
国
花
の
ま

ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞（
農
林

水
産
大
臣
賞
市
町
村
部
門
）を
受
賞

３
日
・
４
日
：
深
谷
博
覧
会
、畠
山
重
忠

顕
彰
事
業
を
開
催（
彩
の
国
食
と
農
林

業
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催
）

25
日
：
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
交
付
を
開
始

５
月

１
月

３
月

４
月

６
月

11
月

12
月

２
月

10
月

８
月

９
月

レ
ー
ト
に
５
０
０
円
で
交
換
で
き
ま
す
。

交
付
開
始　

12
月
25
日
㈫
午
前
８
時
30

分
〜

※
午
前
８
時
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
正
面

玄
関
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

交
付
場
所　

市
民
税
課

対
象
車
種　

次
の
３
車
種

▪
排
気
量
50
㏄
以
下
＝
白
色

　

市
の
P
R
お
よ
び
地
域
の
一
体
感
、

郷
土
愛
を
深
め
、
地
域
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
『
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
』
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
使
用
中
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
も
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
ナ
ン
バ
ー
プ

Ｑ

　東日本大震災を踏まえ、公共施設の耐震診断・耐震
改修を進めていますが、合併により、同種・同機能の
施設が数多く存在し、多くが老朽化しています。その
建て替えや大規模改修などの費用が、市の財政の大き
な負担となっています。
　今後の公共施設の在り方について、行政だけで進め
るのではなく、市民の皆さんとの共通認識の下、公共
施設の統廃合を含め方向性を定めていきます。
問い合わせ　企画課（☎574‐ 8096）
　　　　　　財政課（☎574‐ 6632）

Ｑ

Ａ

市内小・中学校の耐震化工事が完了するとのこ
とですが、市役所やその他の公共施設の安全対
策はどのようになっていますか。

公共施設の耐震診断・耐震改修を進めています
が、市民の皆さんとの共通認識の下、公共施設
の統廃合を含め、今後の方向性を定めていきます。

みんなの声みんなの声みんなの声
12
月
25
日
㈫
か
ら
交
付
開
始

ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

1

▪
排
気
量
90
㏄
以
下
＝
黄
色

▪
排
気
量
１
２
５
㏄
以
下
＝
桃
色

※
新
規
・
交
換
い
ず
れ
の
場
合
も
、
３

車
種
と
も
に
１
０
０
１
か
ら
順
次
交
付

し
ま
す
。

必
要
書
類

①
新
規
登
録
＝
販
売
証
明
書
（
譲
渡
の

場
合
は
譲
渡
証
明
書
と
廃
車
証
明
書
）、

印
鑑
、
届
け
出
者
の
本
人
確
認
書
類

②
交
換
＝
現
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
印

鑑
、
標
識
交
付
証
明
書
、
届
け
出
者
の

本
人
確
認
書
類

※
交
換
代
は
５
０
０
円
で
す
。

そ
の
他　

受
け
付
け
順
に
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。
番
号
は
選
べ

ま
せ
ん
。
交
換
の
場
合
は
、
番
号
変
更

に
よ
る
自
賠
責
保
険
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社
な
ど
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
新
規
登
録
の
場
合
で

も
、
希
望
者
に
は
従
来
の
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
を
在
庫
分
に
限
り
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
税
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
３
７
）

畠
山
重
忠
読
本
を
刊
行

2

用
の
畠
山
重
忠
の
読
本
を
作
製
し
ま
し

た
。

　

武
勇
に
優
れ
る
だ
け
で
な
く
、
音
楽

に
も
才
能
が
あ
り
、
愛
馬
を
背
負
い
山

を
下
る
ほ
ど
の
怪
力
の
持
ち
主
だ
っ
た

こ
と
な
ど
、
こ
の
読
本
で
は
、
重
忠
の

42
年
の
生
涯
と
業
績
を
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
織
り
交
ぜ
て
、
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
読
本
は
図
書
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎
５
７

２
‐
９
５
８
１
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
郷
土
の
武
将
・
畠
山
重
忠
に
つ
い
て

学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
小
学
校
６
年
生

Ｂ Ｏ Ｘ

深谷市長　小島　進




